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外付け制振鋪強された既存 RC造建鋤の 耐震補強設計 手法に 関す る研究

　　　　　　　　　　 一そ の 1　 取付部 の艱 概憂 一

RC 建物

面 外曲げ変形

外付 け制 振 補強　 履歴型制振ブ レ
ース

ね じれ 変形 　　　 取 付 部

1．はじめ に

　1995・年 の 阪神大震災 を受 け て 耐震改修促進法が制定され、

2006年 に 同法 の改 正 に よ り今後 10年 間 で耐震化 率を向上する

こ とを 目標
・計 画 され た。そ こ で、耐震化率の 向上 を目標 とし

た普及 型耐 震 改修技術 の 開発 の
一

つ として、既存 RC 造建物に

対 して 、効果的 にエ ネル ギー吸収 を可能 とす る制 震部 材 を用 い

て 既 存建物 を高性能 化 させ る こ とは 有効 で あ る と考え られ てい

る。具体的には、図 1に 示 す既存 R」C 造建物の 外周部に、ダ ン

パ ーブ レ ース （以下 ブ レ
ー

ス ）端部の 定着板とRC 部材 との 間に

グ ラウ ト材 を介 して PC 鋼棒 によ り圧 着す る工 法は有効で あり、

こ れ まで に本 工 法 を対象 とした実験 的研 究が 行 われ てい る
1｝の。

しか しな が ら、本工 法 を普及 させ るた めに は、想定され る破壊

モ
ー

ドを考慮 し、適切 な設計用 応力 に よ る検 討 が必要 となる。

　 そ こ で 本研究 で は、図 1 の 点線部 に示 され た ブ レ ース 端部 と

RC 部材 の 取 付部 にお け る要素 実験 を行 う。本報 で は、取付部

を再 現した実験概 要、その 2で は過 去 の 試験体を含 め、確認 さ

れ た破壊モ
ー

ドとそれらの 耐力式 の精度に つ い て 検討 した 。

2 ．実験計画

2 ．1　 試験体概要

　　本研究で 用い た試験体は 4 体で 、 部材断面、主筋、補強筋間

隔、及びプ レ
ー
冬取付角φをパ ラメータとした 。 表 1 に試 験体

一覧、

表 2 に材料試験値、図 2 に標準試 験体（試験体  ）配 筋 図を示す。

2 ，2　載 荷方法

　 図 3 に載荷装置 を示 す。試験体は 試験体基 部をア ン カ
ー止 め

し、載荷治具 に 取付け た 油圧 ジ ャ ッ キ に よ り定着板に 取付けた

ブ レ ース に圧縮 ・引張力を加え る こ とに よ っ て 正 負繰 り返 し載

荷 を行 う。載荷プロ グ ラム は、ブ レ
ー

ス が 十分に機能する変形

レ ベ ル を想 定 し、変形 量 を片振幅 0．5％と して、載黼 重が低下

するま で 実施 す る こ ととす る。

2．3 計 測項 目

　測定項 目は、載荷装置の荷重、試 験体各部の 変形 ならび に主 筋、

せ ん 断補強筋、PC鋼棒の 歪 みで ある。歪 み を計測 した RC 梁部 の

隅角部、四 隅 の 主筋位置を 図 4 に示 す。載荷装置荷重は アクチ ュ

エ
ー

タの 先端に取付けられたロ
ー

ドセ ル により計測し、各部の 変形

は床を不 動 点と仮定してそこに立てた支柱で支持した変位計によっ

て測 定する．変位 計取 付 け位置 ならび に使用 測定機器名 を図5に

示 し、その 変位計 の 値 か ら面 内曲 げ回 転角 碑 、面 外 曲 げ回転角

島 、ね じれ 回転角 θr を算出す る。各算出式 を式 （1）p （3）に示 す 。
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図 1　 制振ブ レース 付きRC架構例
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図 3 　載荷装置

RC 梁部

図 4　 RC梁 部の 主筋 配置 図
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3 ．奥験結果

　図6にブレ
ー

ス 軸応力度｛ 
一

歪 み 曲線殆 を示し、図 7にブレ ース

軸応力度の
一各種回転角（畠

・e．

・q）を示 す 。

　図 6で はブレ ース の 軸応力 が OkN の 時、ブレ ース の 取付 けによ

るガタは多少 あるもの の、紡錘 形の 安定 したル
ープ を描い てエ ネル

ギー
吸収して い ることが 分 か る。さらにブレ

ー
ス は、歪 み 硬化の 影響

に より、最大で 引 張軸力が 降伏 軸応 力よりも L臣 2，0 倍ほ ど上 昇す

ることが 確認 され たが、お よそ 8cyc．目以 降より軸応力 は安定し、ほ

ぼ
一

定値 とな っ た 。 また、試 験 体   及 び 試 験 体  にお い て、圧 縮

側 で 荷重 の 増 大が見 られ るが、これは 2〔icyc．ee半に 2 重鋼 管 の 内

管が圧縮時に膨張し外管に接触することにより鋼管内で 摩擦が働

い たた め で あると考えられ る。また、図 6 内に 示 され た □ は RC 梁部

材 内の 四 隅 に配 置 された 4本の 主筋（図4｝の 内、最も早期に 降伏し

た主筋時の ブレース 軸応力度qi厂 歪 み勾 関係 を併 せ てプ ロ ットした

もの で あるe 図 6 か ら試 験 体   及 び試 験 体   は載荷開始 後 2〜

3cyc．で破壊 に至 っ てお リブ レ ース 降伏とほぼ 同時 に試験 体  で は

主筋 B、試験 体  では 主筋 C（図 4）が降伏 に至っ た 。

　試 験体  及び試 験体   ともに、図 7 に示 すように 1呼c．目の 主筋

降伏時付近 で既 に、面外曲 げに よる変形砧 ぶ 進 み、その 後、ね じ

れ に よる変形erが 卓越して発 生 して い る。以上 より、　RC 梁部は ブレ

ース による面外 曲げの 影響に より主筋が 降伏した後 に、ね じれ に よ

る脆性破壊 となっ たことが 推察 され る。また 図 7 より、試 験体   の 面

外 曲げ回 転角 e． が試験 体   に比べ て載荷の 初期 段 階で 大きな値

で あることが分かる。 これ は試験 体   の ブレ ース 角 度φが試験 体  

よりも大きい ため（表 1 参照）、RC 梁部 へ の 鉛 直成分の 引張応 力が

大 きい ことに よる。以 上の ことからね じれ耐 力 が十分で あっ ても面 外

曲げ の影響によ りね じれ破 壊することが想 定されるた め 面外 曲 げ耐

力も十分に 見込 む 必 要 がある。

　 試 験体  及 び試 験体  は 30cyc．の繰返 し載荷後に鋼 材 ダ ン

パ ーブ レ
ー

ス の ハ ードニ ン グに よる応力上昇 に伴 っ て、主筋の

竃

舖 RC 鮴 蠍 位

［＝
LWe

」

図5　 変位計測定位置 （単位   ）
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一部 （試験体   及 び 試験 体  ともに主筋 B）が降伏 した。また、

面外 曲げ変形 は平 均 して、1cyじ 目で 0．0035radで あっ た が、30cyc．

目で は 0．0〔D2rad と な り、RC 梁部の 剛性低下 が進 ん で い る こ と

が確認 で きる。し か し、こ の 主 筋降伏 と RC 梁部 の 剛性低 下が、

ブ レ
ー

ス の エ ネル ギー
吸収性能に 及 ぽす影響は小 さい と考え ら

れ る。

　 ま とめは、次報 に て示すe

断

本実験 は，融 ）建築研究所 の 研究課題 で ある 「耐震 化 率向上を目措 した普及型酎震改修笈術の

開発亅 の銅構造 分科会 〔主査 ；北村春幸〉にお いて検討
・実施された もの である。当該分科会委

員並びに関係者に瓧激を表す．
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